
 

 

山形県での就農の動機や考え方 

 

東京で９年近く会社員をした後、実家のある山形に戻り、研修後独立就農しました。退職する半年前

程、山形市役所や東京の都道府県センター、新農業人フェア等に通い色々説明を受けました。 

私は、ほうれん草を周年栽培することで、毎週、毎月収入のある経営を行っています。これにより、就

農元年の冬期間もアルバイトせず、農業に向きあうことができました。 

新規就農者の先輩方は賃金、農地等で色々苦労されたようですが、補助制度等が充実されている今、

私も含め以前よりは楽に就農できます。 

私が心がけていることは、１０年は同じ作物を作ることです。先輩農家や儲かっている農家さんの話に

共通していることは１０年作っている、続けているという結論に自分の中で至ったからです。私に土地を

紹介してくれた方も農業は忍耐の職業だと言っています。 

１、２年ダメなら就職しようという考えではなく、１０年、一生農業するつもりで考えてください。 

農業はどの職業よりも楽しい職業です。しかし、どの職業よりも難しい職業です。品物が売れた時の喜

びは会社員の給料の比ではありません、とりあえず山形に遊びに来てください！みんないつでも待って

います!! 

 

鈴木 亨 さん   河北町で就農   

【出 身 地】 山形市 

【就農前の職業】 会社員 

【就農年度】 平成 23 年度（平成 22 年度、１年間研修後独立） 

【経営概要】 ほうれん草 105 坪（ハウス） 

  


